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	ランネートTM４５ＤＦ
	■種 類 名：メソミル水和剤
	■有効成分：メソミル 45.0%
	■化管法指定物質：メソミル［第１種］ 45.0%
	TM コルテバ・アグリサイエンスならびにその関連会社商標
	■登録番号：第20863号
	(ｴﾑｼｰｸﾛｯﾌﾟ＆ﾗｲﾌ化成登録)
	■毒    性：医薬用外劇物
	■登録初年：2002.07.30
	■性    状：青色水和性微粒及び細粒
	■有効年限：４年
	■包    装：500g×24本
	【特長】
	 広範囲の害虫に効果のあるカーバメート系殺虫剤。
	 人畜に対する安全性をさらに高めるため、粉立ちの少ない顆粒剤に改良され、さらに使いやすくなった。
	 吸汁性害虫、食葉性害虫に高い効果がある。
	 野菜、畑作物、いちご、茶など適用作物が広い。
	【適用内容】（2023年10月末日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	◆ ミツバチの巣箱及びその周辺にかからないようにすること。
	◆ 関係機関（都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等）に対して、周辺で養蜂が行われているかを確認し、養蜂が行われている
	場合は、関係機関へ農薬使用に係る情報を提供し、ミツバチの危害防止に努めること。

	【安全使用上の注意】

	メソミル
	使用
	本剤の
	希釈倍数
	を含む農薬の
	使用時期
	使用液量
	適用害虫名
	作物名
	方法
	使用回数
	(倍)
	総使用回数
	３回以内
	３回以内
	収穫前日まで
	ワタアブラムシ
	かぼちゃ
	100～300㍑/10ａ
	散布
	1000
	育苗期
	イチゴメセンチュウ
	定植後生育初期
	イチゴセンチュウ
	１～２㍑/m2
	いちご
	イチゴネグサレセンチュウ
	移植活着後
	４回以内
	灌注
	４回以内
	（育苗期）
	２～３㍑/m2
	コガネムシ類幼虫
	収穫開始
	タバコガ
	ピーマン
	14日前まで
	ハスモンヨトウ
	（露地栽培）
	アオムシ、コナガ
	1000～2000
	ヨトウムシ
	３回以内
	３回以内
	アブラムシ類
	キャベツ
	収穫14日前
	ハスモンヨトウ
	まで
	タマナギンウワバ
	２回以内
	アオムシ、コナガ
	(は種時の土壌
	ヨトウムシ
	はくさい
	混和は1回以内)
	アブラムシ類
	ヨトウムシ
	２回以内
	２回以内
	収穫21日前
	アブラムシ類
	(植付時の土壌
	レタス
	まで
	オオタバコガ
	混和は1回以内)
	ナメクジ類
	1000
	２回以内
	チンゲンサイ
	収穫14日前
	アブラムシ類
	３回以内
	３回以内
	まで
	こまつな
	1000～2000
	ヨトウムシ
	収穫21日前
	100～300㍑/10ａ
	アブラムシ類
	サラダ菜
	散　布
	まで
	オオタバコガ
	ヨトウムシ
	1000
	カリフラワー
	アブラムシ類
	ヨトウムシ
	２回以内
	２回以内
	1000～2000
	ブロッコリー
	収穫7日前
	アブラムシ類
	まで
	アブラムシ類
	かぶ
	アオムシ
	1000
	アブラムシ類
	ごぼう
	1000～2000
	ヨトウムシ
	収穫14日前
	ミナミキイロアザミウマ
	ほうれんそう
	まで
	アブラムシ類
	1000
	シロイチモジヨトウ
	４回以内
	４回以内
	クロバネキノコバエ類
	ねぎ
	収穫7日前
	1000～2000
	まで
	ネギアザミウマ
	たまねぎ
	収穫7日前
	４回以内
	４回以内
	ハスモンヨトウ
	しょうが
	まで
	1000～2000
	２回以内
	アオムシ、コナガ
	収穫21日前
	(は種時の土壌混和は１回以内)
	２回以内
	アブラムシ類
	だいこん
	まで
	ハイマダラノメイガ
	ジャガイモガ
	1000
	ナストビハムシ
	ばれいしょ
	ニジュウヤホシテントウ
	収穫7日前
	５回以内
	５回以内
	まで
	アブラムシ類
	ハスモンヨトウ
	かんしょ
	ナカジロシタバ
	100～300㍑/10ａ
	ハスモンヨトウ
	収穫14日前
	４回以内
	４回以内
	だいず
	1000～2000
	シロイチモジマダラメイガ
	まで
	マメシンクイガ
	カメムシ類
	３回以内
	３回以内
	えだまめ
	ツメクサガ
	収穫7日前
	まで
	ヨトウムシ
	５回以内
	５回以内
	てんさい
	散布
	トビハムシ
	ヨトウムシ
	２回以内
	ハスモンヨトウ
	(は種前の土壌混和は１回以内)
	２回以内
	収穫前日まで
	1000
	にんじん
	アブラムシ類
	クロバネキノコバエ類
	収穫30日前
	１回
	１回
	2000
	アブラムシ類
	パセリ
	まで
	ハスモンヨトウ
	1000
	チャトゲコナジラミ
	コカクモンハマキ
	1000～1500
	チャハマキ
	摘採21日前
	200～400㍑/10ａ
	茶
	チャノホソガ
	まで
	ミドリヒメヨコバイ
	２回以内
	２回以内
	チャノキイロアザミウマ
	ツマグロアオカスミカメ
	1000～2000
	タバコガ
	収穫10日前
	25～180㍑/10ａ
	ヨトウムシ
	たばこ
	まで
	ハスモンヨトウ
	30分間種球
	１回
	１回
	植付前
	－
	500
	クロバネキノコバエ類
	食用ゆり
	浸漬
	ヨトウムシ
	収穫30日前
	２回以内
	２回以内
	アブラムシ類
	セルリー
	100～300㍑/10ａ
	まで
	散布
	ハスモンヨトウ
	収穫前日まで
	２回以内
	ネギアザミウマ
	（散布は1回以内、灌注は1回以内）
	１回
	アスパラガス
	収穫3日前
	１～３㍑/m2
	1000
	まで
	ナメクジ類
	ネギアザミウマ
	灌注
	クロバネキノコバエ類
	にら
	収穫21日前
	２回以内
	２回以内
	１㍑/m2
	まで
	ネダニ類
	らっきょう

